
2025 年 4 月 1 日

9 時 0 分から 17 時 30 分まで
児童発達支
援事業

なし

対象事業

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

本
人
支
援

支援方針

「学ぶ」
　身体づくりを土台としながら、日常生活における基本的動作の習得、基礎学習と家庭科技術、職業技術、余暇活動の各種プログラムを提案。その内容は、利用者とその家族の意向や適
性、障害の特性その他の事情を踏まえて個別支援計画をもとに実施します。

「心を育てる」
　スキルを身に付けるだけでなく、自分のことが自分でできる、人のことも喜んでできる、仲間と一緒にいることを楽しめる、色々な活動にチャレンジできる、心も身体も成長していける
ような療育を目指しています。

「働く」
　社会で生き抜く力を身に付けてもらいたい、「働ける大人に」を目標にした、一貫した実践を進めていきます。

理解 (スケジュール、絵カードマッチング、物の名称の理解など)、意思表示・自己決
定 (気持ちや思い、考えの発信の支援、気持ちや身体の状態の理解・発信など)、

社会性・対人関係 (他者との関わりの支援、複数人数での取り組みなど)

食事 (箸の操作など)、排泄、環境 (掃除)、着脱 (整容、紐の操作、チャックの操作など)

粗大運動 (キャッチボール、縄跳びなど)、微細運動 (折り紙、ハサミの操作、クロスステッチ、裁
縫、ウエス畳み、作図、その他手指を使う取り組み)、姿勢・感覚 (体幹を使用するポーズ、手押し
車など)

個別課題 (数概念、四則計算、金銭の理解、時計の理解、平仮名・カタカナの読み書き、ローマ字
の理解、名前書きなど)、安全教育 (避難ルート確認、熱中症対策など)

理解 (スケジュール、絵カードマッチング、物の名称の理解など)、意思表示・自己決定 (気持ちや
思い・考えの発信の支援、気持ちや身体の状態の理解・発信など)、個別課題 (文章作成など)

社会性・対人関係 (他者との関わりの支援、複数人数での取り組み、SSTなど)、個別課題 (就労に
向けた取り組みなど)

食事 (箸の操作、食事のマナーなど)、排泄、環境 (掃除)、着脱 (整容、紐の操作、
チャックの操作など)

粗大運動 (キャッチボール、縄跳びなど)、微細運動 (折り紙、ハサミの操作など)、姿
勢・感覚 (体幹を使用するポーズ、手押し車など)

個別課題 (数概念、足し算、平仮名・カタカナの読み書き、名前書きなど)、安全教育
(避難ルート確認、歯磨き指導、熱中症対策など)

主な行事等

ハイキング、作品展など

家族支援

ペアレント・トレーニング／個別支援計画作成時の面談
必要に応じて自宅を訪問し、家庭での取り組みやご本人との関わり方について
の相談対応。

移行支援

移行シートの作成・関係機関との情報共有。

地域支援・地域連携

自立支援協議会への参加、地域の保育園への巡回相談への参加
地域のマルシェへの参加など 職員の質の向上

指定研修、法人・事業所内研修 (ミニ研修、虐待防止研修など)

営業時間 送迎実施の有無
放課後等

デイサービス
あり

児童発達支援事業 放課後等デイサービス

支　援　内　容

法人（事業所）理念

私たちは深く人間を愛し、一人一人の人間がありのままに、生き生きと暮らしていくことのできる社会の実現を目指し、以下の法人理念を掲げます。
1. 人類の平和と地球環境の保全を願い、一人一人が幸福を享受できる社会の実現に向けて働きます。
2. 現に支援を必要としている人に対して、真摯に対峙し、常に専門性を高める努力を惜しまず、支援します。
3. 常に時代に先んずる生活の質 (Quality of life) を追求し、先駆的事業にも果敢に挑戦します。

事業所名 児童デイサービス　あん 作成日支援プログラム


